
高度実践看護職（ANP)の必要性

多死、多老、慢性病社会では、医師以外
の医療職種の存在が、医療の質を決める

治療がわかり生活がわかる看護師は、
チーム医療の要、調整役となり得る

看護教育の大学化・大学院化による準備
はさらに加速・充実する
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看護から見た医療職種間との
業務相互乗り入れ・協働

前提

包括指示、基準・マニュアル等の整備

 Cure ＋ Care の利点を最大限に生かす

段階的実施（3段階）の提案

１ 専門・認定看護師が行えること

２ 教育された看護師が行えること

３ 看護師全般が実施可能なこと
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ま と め

 侵襲的医療処置のかなりな部分を、看護師はすで
に実施している

 看護師は、侵襲的処置を実施することを肯定的に
捉え、教育や環境等の条件が整えば実施できると
感じている

 10余年にわたる専門・認定看護師教育の成果と高

度実践看護師教育開始のための準備が進められて
いる
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添付資料

（我が国の専門看護師養成に関する）
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教育：日本看護系大学協議会 看護系大学院
（180大学） （120課程）

認定 ： （社）日本看護協会

我が国の専門看護師養成システム

連 携

日本看護系学会協議会

第三者認定機関設立構想

看護系学会
看護系学会

看護系学会
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